
③

④

州政府に登録した表記と同じEビザ企業の社名を入力

いずれかにチェック。ほとんどの場合 Subsidiary にチェック

1 の設立年月日を 月-日-西暦の形式で入力

1 の本社、子会社、支店に関する情報を入力（米国内オフィスのみ）
 Available Upon Request と入力（拠点リストの添付不可）

　･種類、住所、TEL、FAX の順にスラッシュ " / " で区切る（FAXは無ければ “ N/A “ ）
　･種類は Headquarters, XX Branch, XX Plant, XX Office, R&D Center など

1の事業に該当するものにチェック。複数選択可⑤

1 の事業内容を英語で入力

入力例　https://gf-instruction.biz/instruction/231/321

1 の日本の究極の親会社の社名、住所、TEL、FAXを入力

Eビザカンパニーの国籍について、株主(資本構成)を入力

・Eビザカンパニーの直接的な親会社を入力（株主が個人の場合は個人名とその国籍を入力）

・株主が複数いる場合の資本関係の入力例は下記リンクを参考にしてください。

　https://teachme.jp/65442/manuals/6402502
・パーセント(%)は手入力。

9 はグリーンフィールドで入力しますので、入力不要です

12 はグリーンフィールドで入力しますので、入力不要です

11 はグリーンフィールドで入力しますので、入力不要です

E1企業は各貿易額を入力。E-2企業は 5の “Import to U.S.”” Export from U.S.”に
チェックがある場合のみ入力

・2019年4月1日～2020年3月31日の貿易実績の場合、上記のように入力

・1 の企業の直近1年間の米国⇔日本間、米国⇔第三国間の貿易実績を
　各Imports / Exports の Dollar Value にそれぞれ入力。
・Domestic U.S. production/manufacturing はなくても可
・Percent of Total Trade は自動入力されます

01-31-2000 設立した州を英語表記で入力California

ABC USA, Inc.

a 日本国籍のE,H,Lビザ保有者
b 米国市民またはLPR(グリーンカード保有者)
c 日本と米国以外の国籍の従業員

a
b
c

役員/管理職 特殊技能職
左記以外

日本人は原則 0

This Year: 現在現地で雇用されている人数
Next Year: 今後現地で雇用されている予定の人数

a 日本人ビザ保有者

b グリーンカード保有者

b 米国人

c 日本人・米国人以外

⑥

⑦

⑧

⑮

⑭

⑬

⑩

①

②

クリックすると
該当のページに飛
びます➡

DS156E Part1.2の記入について  

下記にフォームの記入に関する説明を掲載しておりますので、ご確認いただきながらご入力ください。  

左側にある「①～⑮」のボタンを押すと、該当箇所の説明が記載されたページに遷移いたします。  

・アップデートの場合は、必要に応じて変更箇所をご修正ください。  

・DS156E Part1.2の概要および提出する財務諸表の定義については、 こちらよりご確認ください。

https://gf-instruction.biz/instruction/231/321
https://teachme.jp/65442/manuals/6402502
https://gf-instruction.biz/instruction/index.php/231/ds-156e-part-12


No.1　Name of U.S. Enterprise, Business, or Company

米国法人(Eビザカンパニー )の会社名を記入
・カンマ、スペースなども含め、州政府に登録した会社名と同じ表記で記入すること
・カンマ、スペースの省略は不可

No.1 に記載したEビザカンパニーを保有する企業（または個人）との関係性に該当するものをチェック。

＊ほとんどのケースは Subsidiaryに該当します。
　企業形態のことではありません。誰がどういう形で保有しているかを回答。

No.2　Type of Business Enterprise

No.3　Address of Headquarters, Subsidiaries and Branch Offices of U.S. Enterprise

Eビザカンパニーの本社、子会社、支店に関する情報を記入 (米国内だけで可 )
･6  Available Upon Request と記入
･記入例のように種類、住所、 TEL、FAX,　の順にスラッシュ  "/" で区切り記入
･Eビザカンパニーから見た子会社、支店などすべて記入 (Eビザカンパニーの米国内親会社は対象外 )
･種類はHeadquaters,Ohio Branch, Ohio Plant,LA Office, LA R&D Center,など
･TELは必須

No.4　Date and Place Business Was Established or Incorporated in the United States
Eビザカンパニーの設立年月日と設立した場所 (州名)を英語表記で記入
・年月日はMM-DD-YYYYの形式で記入

TOP▲



No.5　What is the nature of the business?

Eビザカンパニーの事業に該当するものにチェック (複数選択可）＊ No.6の事業内容に合わせてチェックをしてください。
・General Trade：米国内で調達したものを米国内で販売
・Import to U.S.：製品あるいは原料を米国外から調達
・Export from U.S.：製品を米国外にも販売
・製造拠点であれば Manufacturingにチェック
・販売、メンテンナスサービス、飲食事業ななどは、 Serviceにチェック

No.6　Describe fully the services, production, or other activity in No. 5 above.

Eビザカンパニーの事業内容を英語で記入　＊ No.5のチェック項目に合わせた事業内容を記入ください。
・専門用語や固有名詞は省略せず、正式名称を記入ください。
・事業内容の記入例　 https://gf-instruction.biz/instruction/231/321

No.7　Name and Address of Foreign Parent Business

日本の究極の親会社情報を記入。＊最新の情報を必ずご確認ください。親会社が変更になった場合はご相談ください。
・Eビザカンパニーの直接的親会社のさらにその上の株主まで遡る
・最終的株主が個人である場合は、その直前の会社が究極の親会社となる
・親会社が上場企業であれば、そこを究極の親とする。（その先の株主まで遡る必要はない）
・Eビザカンパニーの株主が個人の場合は記入不要
・よくある質問　 https://gf-instruction.biz/instruction/231/ds-156e

TOP▲

https://gf-instruction.biz/instruction/231/321
https://gf-instruction.biz/instruction/231/ds-156e


No.8　Nationality of Foreign Entity or Foreign Individual Owner of U.S. Business
Eビザカンパニーの国籍について、株主 (資本構成)を記入　＊最新の情報を必ずご確認ください。
・Eビザカンパニーの直接的な親会社を記入
・株主が個人の場合は個人名とその国籍を記入
・保有率は100％を1.0と入力(80%は0.8と入力)。入力後、パーセント (%)は手入力。合計が 100％になるかご確認ください。
・No.7に記載の親会社が、 Eビザカンパニーの直接的な株主でない場合、 No.7の親会社までの関係性が分かるように英語で説明
・資本関係の記入例　 https://gf-instruction.biz/instruction/231/721

No.10　To measure the amount of international trade with the United States
E1カンパニー必須  ＊E-1カンパニーで Imports from treaty country to U.S. business / Exports from U.S. business to treaty country の合
計が50%を切ってしまう場合 はご連絡ください。
E-2カンパニーであっても、 No.5「Import to U.S.」「Export from U.S.」にチェックがある場合は記入が必要。
・Eビザカンパニーが行った直近 1年間の貿易実績について、日米間および米国と第三国間の実績を、
　各Imports / Exports の Dollar Value にそれぞれ記入 (見込み値は不可 )
・記入例のように集計対象年と締めの月日も記入
　- 2019年4月1日～2020年3月31日の実績の場合、 "year" には 2020、"Ending" には Mar. 31 と記入
　- NO. OF TRANSACTIONSはなくても可

No.13　Source of Investment Capital
E1・E2共に入力。
新規登録手続きの際に提出した Source of investment of capital をプルダウンから選択。
（Eビザ企業設立時の資金源が何であるかのかの選択）

選択する項目の基本的な考え方（弊社の解釈）
・Corporate funds：親会社からの出資と引き換えに株券を発行するような場合や追加資金の送金
・Stock：親会社以外（個人、ファンド、他の企業）から資金提供を受け、株券を発行する場合
・Personal funds：個人の資金を投入した場合

TOP▲

https://gf-instruction.biz/instruction/231/721


No.14　Type of Personnel in the United States

Eビザカンパニーの組織構成。現在の従業員数を把握するための情報です。

・This Yearをビザ申請時点とし、それ以降を Next Yearとする ＊This Year・Next Yearの定義については こちらをご確認ください。

・日本人のビザ保有者について（ Treaty Countryは日本を指します）
　- 主たる申請者として E,H,Lビザを取得した日本人は、 ”MANAGERIAL EXECUTIVE" あるいは  ”SPECIALIZED ESSENTIAL" の
　　いずれかにカウント。 ("ALL OTHER EMPLOYEES" は家族帯同ビザで就労するようなケースの場合のみ  が該当)
　- L-1BやEビザのEssential Skillsを保有する者は、 ”SPECIALIZED ESSENTIAL” にカウント

・米国人、グリーンカード保有者 (LPR)
　- タイトルがManager以上はすべて  ”MANAGERIAL EXECUTIVE” にカウント。
　　それ以外は  ”SPECIALIZED ESSENTIAL" あるいは  "ALL OTHER EMPLOYEES" 
・その他の国籍のビザ保有者
　- ”MANAGERIAL EXECUTIVE" あるいは  ”SPECIALIZED ESSENTIAL" のいずれかにカウント
　　("ALL OTHER EMPLOYEES" は原則該当しない )

TOP▲

https://gf-instruction.biz/instruction/231/ds-156e-part12


No.15　List all personnel of U.S. business holding executive, managerial and...

・No.14の ”MANAGERIAL EXECUTIVE" および ”SPECIALIZED ESSENTIAL" に該当するスタッフについて、
  Eビザホルダーを優先に上級職から順に 7名までの氏名 /役職/部署を記入
  (EビザTDYでない方を優先。米国人 CEOやPresidentなど要職に就く方を加えても構いません）
・7名以上いる場合、 8行目に Available Upon Request と記入
  (ただし大使館側が全従業員のリストを必要と判断した場合は、追加書類として提出を求められることがあります )
・EビザTDYで現地組織図に属さない場合、お名前の後に (Project Base)と記入
・F、Jビザ保有者の記入は不要
・記載するすべてのスタッフは、米国人も含め  Nationality に必ず国籍を記入すること
・グリーンカード (アメリカ永住権 )の保有者は、ビザ種別の欄に  LPR (Lawful Permanent Resident) と入力、
   ビザの発行日および発行地は空欄
    - ”MANAGERIAL EXECUTIVE" および ”SPECIALIZED ESSENTIAL" が7名未満で、他に All Other Employeesがいる場合は、
　    All Other Employeesのスタッフの情報も記入ください。
・よくある質問　 https://gf-instruction.biz/instruction/231/ds-156e

TOP▲

https://gf-instruction.biz/instruction/231/ds-156e

